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サークル

部署 
活動期間

会合状況

テーマ

テーマ選択

11..現状把握 

チームで現

て想像での

ること」に

ある看護師

2.調査結果 

外来治療室

点の説明、

また、無回

① 現状の

がん治療に携

201
ル名 

間 平成

況 会合

１回

マ 外来

理由 外来

ける

によ

た。

た。

現状の問題点

の問題点の抽

についてアンケ

師 22 名、安芸

室利用患者の

薬の使用目

回答が 36％と

の把握と目標

携わるスタ

5 年度 
チー

成 27 年 4 月

合回数 

回あたりの会

来がん患者

来での抗がん

る患者のサポ

よる外来がん

新規業務の

 

についてブレ

出になったた

ケート調査を

芸地区の保険

スタッフ対応

的、使用方法

と多い結果とな

標設定 

ッフの対応

マツダ病

ーム クリス

薬剤部

1 日～平成 2

会合時間 

者サポート業

ん剤治療の増

ポートが今ま

ん患者サポー

のため問題解

レインストー

ため、がん化

を行った。対象

険薬局薬剤師

応への満足度

法の説明が多

なった。 

応への満⾜度

病院 ＱＣ

スリー 

27 年 1 月 31
    11

    60

業務の構築

増加、抗がん剤

まで以上に重

ート業務を開

解決型ではな

ーミングを行

化学療法に携

象は化学療法

123 名、7/21

度は 86.4％で

多かった。 

度（％） 

Ｃ活動報

発

リ

サブ

1 日 メ

1 回 

0 分

築 
剤治療の複雑

重要になって

開始すること

なく課題達成

った。この時

わるスタッフ

法の経験のあ

1-31 の外来治

であった。薬剤

薬剤師

報告書 
発表者 福

ーダー 福

ブリーダー 西

ンバー 森

宮

栗

雑化により外

てきており H
となり、QC

成型の QC と

時点では業務

フと院外薬局

ある医師 15 名

治療室利用患

剤師に期待す

に期待する

福長 豊己 
福長 豊己 
西倉 教子 
森川記道 井

宮迫三貴 
栗栖佳宏 

外来で抗がん

H27 年 10 月

C のテーマと

として取り組

務を行っていな

局薬剤師に「現

名、外来化学療

患者 22 名とし

することは日常

こと（％）

井手野下裕子

ん剤治療を受

月より薬剤師

として選択し

組むこととし

ないため、全

現状困ってい

療法の経験の

した。 

常生活の注意

 

子 

受

師

し

し

全

い

の

意
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医師、看護

う課題が見

33..あるべき姿

現状把握の

・患者の状

・医師の治

・患者の理

・院外薬局

4.あるべき姿

10 点以上の

 

攻めどこ

護師、院外薬

見えてきた。 

姿の設定 

の結果から薬剤

状態を詳細に

治療方針に基

理解度・コン

局との連携の

姿とのギャ

の項目を攻め

ろ選定シー

局薬剤師の回

剤師による外

把握し見える

づき、分かり

プライアンス

ため情報を共

ップ分析と

めどころとして

ート

回答からは時

外来がん患者

る化する。（副

り易い指導を

スを向上させ

共有化する。

攻めどころ

て選定した。

時間不足、患者

者サポート業務

副作用発現状

を行う。 

せる。 

 

ろの選定 

 

者への説明不

務のあるべき

状況やコンプ

◎：5 点

不足、院外薬

き姿について

ライアンス、

○：3 点 

 

薬局への情報提

て以下の 4点を

疼痛状況な

△：1 点 

提供不足とい

を設定した。

など） 

い
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55..目標設定 

【目標 1】 

10 月に薬剤

する患者満

目標の根拠 

薬剤師介入

【目標 2】 

10 月に薬剤

との無回答

目標の根拠 

薬剤師介入

が介入する

回答を 10％

 

【目標 3】 

10 月に薬剤

 

目標の根拠 

がん患者へ

6.活動計画 

剤師によるが

満足度を 95％

入前の患者満足

剤師によるが

答を 10％以下

入前の患者への

ことで患者に

％以下にする

剤師によるが

へのサポート

がん患者サポー

％以上にする。

足度 86.4%よ

がん患者サポー

下に減らす。 

のアンケート

に薬剤師の有

ことを目標に

がん患者サポ

トはがん化学

ート業務を開

。 

り向上させる

ート業務を開

トの設問で「薬

有用性を理解

に設定した。

ポート業務し

学療法を受け

開始し翌年 1

ることを目標

開始し翌年 1

薬剤師に期待

解してもらいた

 

し、患者への

ける患者全員

月に再度アン

標とし、介入後

月に再度アン

待すること」

たく、介入後

介入率は 10

員に必要なこ

ンケートを行

後の満足度 9

ンケートを行

の無回答は

後のアンケー

00％を目指す

とと考え介入

行い、スタッフ

95％以上を設

行い、薬剤師に

32％と高かっ

ートで同様の設

す。 

入率 100％を

フの対応に対

設定した。 

に期待するこ

った。薬剤師

設問に対し無

を設定した。

 

対

こ

師

無
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11..対策立案 

2.成功シナ

・治療日誌の

患者への情報

随時情報が更

症状チェッ

② 対策の

リオの追求

の作成 

報提供内用

更新できる

クシート、

の検討・成功

 

や副作用発

ようリング

疼痛チェッ

功シナリオの

発現状況など

グファイルを

クシートを

の実施

どが一元管理

を採用した。治

をファイルす

理できるよう

治療日誌に

することとし

う治療日誌を

はパンフレ

した。 

を作成した。

レット、薬薬連

 

治療日誌は

連携シート、

 

は

、
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薬

こ

・パンフレ

・薬薬連携シ

・環境作り 

薬剤師と個室

こととなった

ットの作成

シートの作

室で面談す

た。 

 

作成 

るため、外来 A棟 4 階階の面談室をを「薬剤師外外来面談室」として使用

 

 

用させて頂くく
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